平成27年度第1回湯沢町総合教育会議　議事録
１　日　　時　　平成27年5月27日（金）　午前10時28分開会　午前11時26分閉会
２　場　　所　　湯沢町役場　3階　議会第2会議室
３　出 席 者　　○湯沢町長　　　　　    　　　  田村　正幸
○教育委員会
　　　               教育委員長　　　           池田　博子

　　　               教育委員長職務代理者       北原　雄一

　　　               教育委員　　　　　         清水　守

　　　               教育委員　　　　　         南雲　弘

　　　　　　　　     教育長　　　　　　         清水　道夫

　○事務局
・総務部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
総務部長　　　　　         高橋　功

総務管理課長　　　         高野　敏明

総務管理課総務係長     　　角谷　淳史
・子育て教育部

子育て教育部長　　　　　　　高橋　弘介

子育て支援課長　　　　　　　富沢　雅文

ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ推進室長　 　　　　前原　力

教育課参事兼生涯学習係長　　岩崎　裕一

教育課学校教育係長　　　　　田村　良一
４　協議事項　　(1)湯沢町の保育と教育について

(2)湯沢町教育に関する大綱「湯沢町教育振興基本計画」の策定について
(3)その他
５　会議の概要
１　開　会　
	高橋総務部長
	皆さんおはようございます。それでは只今から第1回湯沢町総合教育会議を開催させていただきます。次第にのっとりまして進めさせていただきます。最初に町長からご挨拶をお願いします。


２　挨　拶　
	田村町長
	皆さんおはようございます。大変お忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。この4月1日に地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律というものが施行されたわけでございます。そのポイントについては、新教育長の設置、総合教育会議を設置するということと教育委員会の機能強化と会議の透明化、あわせて教育に関する大綱を首長が策定するということでございます。何分にも第1回ということでございますので、私自身も不慣れでございますが、皆様方からお力をお借りして会議を進め大綱を策定したいと考えているところでございます。総合教育会議は、町長と教育委員が教育行政の大綱や重点的に講ずべき施策等について協議調整を行う場であり、両者が教育政策の方向性を共有し、一致して進めることが期待されているわけでございます。今回の法改正においても、教育に関する執行権限は従来どおり教育委員会に留保されており、私自身も教育に介入するつもりはございません。ただし、改正の趣旨を踏まえ、協議すべき問題が発生した場合等は、教育委員の皆様と一緒になりまして、迅速に対応してまいりたいと考えております。
本日は是非様々な意見をお聞かせいただいて、会議を有意義なものにしていきたいと思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。


３　自己紹介　
	
	田村町長、教育委員会、事務局（総務部・子育て教育部）の順に自己紹介


４　総合教育会議の役割について　
	高橋総務部長

	それでは、続きまして次第の4番総合教育会議の役割について、私から再確認ということでご説明させていただきたいと思います。
　---　高橋総務部長が配布資料に基づき説明　---
【説明の概要】

１　教育に関する予算の編成・執行や条例提案など、重要な権限を有している町長と教育委員会が意思疎通を図り、地域の教育課題などを共有してより一層民意を反映した教育行政を推進するための協議を行う場。
２　会議は町長が設け、構成員は町長及び教育委員会。町長が招集するが、町長との調整が必要な場合には教育委員会から会議の招集を町長に求めることができる。
３　会議は審議会や決定機関ではなく、町長と教育委員会という対等な執行機関同士の協議調整の場。特に協議調整が必要であると判断した事項について、教育委員会の権限の事務と町長の権限に属する事務の調和を図り、自由な意見交換として幅広い協議を行う。協議調整された結果は双方が尊重する。
（協議調整すべき事項）
　　・教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱の策定に関する協議
　　・教育を行うための諸条件の整備、その他の地域の実情に応じた教育、学術及び文化の振興を図るため重点的に講ずべき施策
　　・児童、生徒等の生命又は身体に現に被害が生じ、又はまさに被害が生ずるおそれがあると見込まれる場合等の緊急な場合に講ずべき措置
　（協議題とすべきてない事項）
　　・政治的中立性が高い事項
　　・日常の学校運営に関する些細な事項
（その他）
　・総合教育会議は関係者の個人情報等を保護する必要がある場合や、意思決定の前に情報公開することが公益を害する場合などを除き公開。
　　・議事録を作成し公表することが努力義務。


５　協議事項　
○湯沢町の保育と教育について
	高橋総務部長
高橋総務部長
一同
高橋総務部長
	つづきまして、協議事項に入りたいと思います。今回の協議事項の1番目としまして、湯沢町の保育と教育についてということで、子育て教育部長からご説明いたします。
---　高橋子育て教育部長が配布資料に基づき説明　---
【説明の概要】

・「平成27年度湯沢町の保育と教育」
2頁　　　　湯沢町の保育施設、学校施設について
3.4頁　　　社会教育施設、文化財、教育委員会の機構について

5.6頁　　　保育園、湯沢学園の職員、生徒数について
8.9頁　　　湯沢町の保育について
　10～25頁　 各保育園の年間目標、主な行事計画等について
　26～29頁　 湯沢学園について
　最終頁　　　年間行事計画
ありがとうございました。湯沢町の平成27年度の保育と教育の概要について説明がありましたが、ご意見等ございましたらお願いいたします。
（意見なし。）
特に無いようでしたら、次に進みます。


○湯沢町教育に関する大綱「湯沢町教育振興基本計画」の策定について
	高橋総務部長
高橋総務部長
田村町長
高橋総務部長
南雲委員
高橋子育て教育部長
一同
高橋子育て教育部長
高橋総務部長
北原教育委員長代理
田村町長
高橋子育て教育部長
清水教育長
田村町長
清水教育長
高橋子育て教育部長
高橋総務部長
一同
高橋総務部長
清水委員
田村町長
高橋子育て教育部長
高橋総務部長
一同
高橋総務部長
一同
高橋総務部長

	それでは、協議事項の2番目、湯沢町教育に関する大綱「湯沢町教育振興基本計画」の策定についてでございます。先ほど、総合教育会議に関する説明のなかでも申し上げましたが、教育に関する大綱は町長が策定することになります。大綱につきましては、地方公共団体の教育学術及び文化の振興に関する総合的な施策について、その目標や施策の根本となる方針を定めるものであり、詳細な施策について策定することを求めているものではないとされております。また、地方公共団体におきまして、教育基本法に規定する教育振興基本計画その他の計画を定めている場合には、その方針の部分が大綱に該当すると位置づけることができると考えられることから、当該計画をもって大綱に代えることと町長が判断した場合には、別途大綱を策定する必要はないということになっております。そうしたことから、今回は湯沢町教育振興基本計画につきまして、これを湯沢町の教育に関する大綱として定めたいというのが町長の考えでございます。それでは、その内容につきまして子育て教育部長から説明をお願いいたします。
---　高橋子育て教育部長が配布資料に基づき説明　---
【説明の概要】

※湯沢町教育振興基本計画（教育に関する大綱）　参照
○　新潟県教育振興基本計画6つの基本方針
１　湯沢学園の充実
２　子育て支援の充実
３　生涯学習の充実

４　施設・設備の充実
５　事故・事件等の緊急対応の確認
ありがとうございました。先ほど事務局から町長の方針について触れましたが、ここであらためて町長からこの教育振興基本計画を大綱とする方針について、お話しいただければと思います。
今ほど子育て教育部長から説明がありました湯沢町教育振興基本計画は、湯沢町の子どもたちの心豊かな成長を促すため、子育てから保育、教育に関し、総合的に目標や方針を定めたものであり、これを教育に関する大綱としたいと考えております。本会議は協議・調整の場ということでございますので、皆様方からご意見をお伺いして、その上で決定をしたいと考えておりますが、いかがでしょうか。
ご意見はもちろん、記載の内容に関する確認でも結構ですので、何なりと自由にご発言いただければと思います。
2番の子育て支援の充実のところの「（3）特性をもった子ども達」、「特性をもった」というところをできればその後説明があったように「支援を必要とする子ども達」というような感じにした方がいいのではないかと感じます。どうでしょうか。
そうですね。やはり「特性をもった」というよりも「支援を要する子ども達」とした方がいいのかなと思います。そういった形に直させていただければと思いますがよろしいでしょうか。
（異議なし。）
通常使うなかでは「支援を要する」ということで使っております。特に子育て支援課の方からも、その方がいいのではないかという話は聞いております。

ご意見もないようですので、そのような方向でよろしいかと思いますが、他にご意見ございますでしょうか。
4番施設・設備の充実のところで、委員会の協議事項のなかでも事前の協議を経たなかで、例えばプールですとか銅像等、検討という言い回しに変えてきたなかで予算的な問題があるとか、いろいろあったと思います。このなかの(1)から(6)を見ていきますと、要点は通学路と外構、それから屋外プール、銅像といった部分的な整備の話があるものの、ハードの整備ということをこの4番でいうのであれば、だいぶここまで進んできた湯沢町が何年かかけて文教施設整備を進めてきて現在の形に至っているというところまできているので、ちょっとこの(4)が薄いなというイメージを受けています。(1)(2)(3)に関しましては、各学校教育課、子育て支援課、生涯学習係これらの大きなセクションの中で(1)(2)(3)は非常にいいなと思って見ていたのですが、ちょっと(4)が薄いなと感じておりました。できれば提案ですが、姉妹都市と友好関係を促進するというのはハード的な施設なのか疑問を感じましたので協議をいただいたうえで、大綱としてでていくわけですから、こういったところが4番の(5)で必要なのかなと疑問を感じました。加えて(6)の一元化というのは学園の充実とつながる問題であって、これも施設整備であるのでしょが(5)(6)の言い回しを検討されてはどうかなと感じました。以上です。
それは施設設備ということからすると確かに言われるとおりと思われるので、変更するなり項目を変えるとか、そういう方法で対応したいと思いますが、事務局どうでしょうか。
(5)につきましては、1番の湯沢学園の充実の方に入れたいと思います。また（6）もそちらの方がいいのかなと思います。
参考までによろしいでしょうか。4番の施設設備の充実のなかで「（5）姉妹都市との友好関係をさらに推進する。」というのは今北原委員が言われましたように、少しこのなかに異質のような感じがしますが、今後植樹ですとかそういったものを含めて、あそこの施設のなかに環境整備も含めて言葉足らずですけれどもそういったものを含めて入れたということでございます。
友好関係をさらに進めていくという部分については、今ほど北原委員が言われたように変更するということでよろしいでしょうか。
それで、お任せいたします。
(4)につきましても、湯沢学園の環境整備のなかに含まれる形でもいいのかなと。かなり具体的な部分ですので、そういった形でも問題はないのかなと思います。いかがでしょうか。
(2)の環境整備に含めるという考え方について、ご意見はございますか。
（意見なし）
ないようですので、それでは他にいかがでしょうか。
県の基本計画に「高等教育・研究機能の充実」というのがあるが、高校生の話だが、朝・夜の送迎、駅のそばの人はいいが旭原や三国の方も親が送り迎えしていると思うが結構大変。義務教育でないので仕方がないかなという気もしますが、高校にも支援をしていただけたらなという気がしています。
議会でも遠隔地における学校へ通う子供たちの支援の充実、強化ということで、一般質問等が出されているところです。議会から出されているのは送迎に使う自動車の燃料代を支援したらどうかということだが、例えば距離にしてもどこから対象でどこから対象外という線引きも難しい。実際に調査したところでは、対応している自治体は極めて少ない。大変だということは承知していますので、今後の課題として検討していきたいと思う。
協議は協議として、大綱のなかにはなかなか入れづらい部分ではないかと思う。
町長は、大綱とは別に課題として検討していきたいということでございます。他にございませんか。
（特になし。）
よろしいでしょうか。それでは、本日いただいご意見等を反映させ、若干の修正を加えることになるかと思いますが、この計画をもって大綱に代えることとさせていただきます。よろしいでしょうか。
（異議なし。）
異議なしということにさせていただきます。それでは協議題の3番その他ですが、事務局からは特に用意がございませんので、これにて協議を終了したいと思います。



５　閉　会　
	高橋総務部長
池田教育委員長
高橋総務部長
一同
	最後に教育委員長の池田様より閉会のご挨拶をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
初めてのことで内容的に下準備をしたつもりでしたがちょっと理解できない面のもありました。今後、行政の力を借りないと子育てに関してはスムーズに行かない面もありますので、町長をはじめコミュニケーションをとりながらこの会が2回、3回となり、子供たち、湯沢の教育のために向上していければいいなと思います。行政のご協力もお願いしながら続けさせていただきたいと思いまが、よろしくお願いいたします。
ありがとうございました。それではこれにて第1回の総合教育会議を終了とさせていただきます。皆さん、本日はありがとうございました。
ありがとうございました。
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